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感染拡⼤収束につながった取組み・感染拡⼤防⽌に向けた今後の取組みの⽅向性

１

＜１ 府⺠の⾏動変容＞

＜２ 保健所による積極的疫学調査の徹底＞

＜３ ⽔際対策による海外由来の感染拡⼤の検出＞

◆最⼤推定感染⽇は３⽉28⽇頃。
収束につながった取組みと感染拡⼤防⽌に向けた今後の取組みの⽅向性は以下のとおり。

収束につながった取組み ⼤阪府における３⽉下旬以降の外出⾃粛要請等の取組みに加え、全国的な感染拡⼤状況や
国等の取組みによる府⺠の⾏動変容。（外出⾃粛・⼿洗いの徹底・マスクの着⽤等）

収束につながった取組み 感染経路不明者の濃厚接触者の特定及び必要に応じた検査等による感染拡⼤防⽌。
遡りの接触者調査の実施によるクラスターの連鎖に起因する感染拡⼤防⽌。

収束につながった取組み 国の⼊国制限等による４⽉上旬の海外由来の感染収束。

今後の取組みの⽅向性 ⼤阪モデルにより感染拡⼤状況を府⺠と情報共有し、引き続き⾏動変容を促す。

今後の取組みの⽅向性
保健所が担う役割を重点化し、
感染経路不明者の濃厚接触者特定等による感染拡⼤防⽌の徹底。
感染源やクラスター感染発⽣の早期探知による注意喚起。

今後の取組みの⽅向性 検疫体制の強化と⼊国制限等の緩和にあたっての慎重な検討を国に要望。



【参考】１ 府⺠の⾏動変容

◆推定感染⽇(※)の最⼤値は3/26、28。
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※推定感染⽇︓発症⽇から６⽇前と仮定
潜伏期間は1-14⽇間(⼀般的には約5-6⽇)とされていることから、６⽇前と仮定
（「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処⽅針(R2.5.25変更)」より）



Osaka Metro 梅⽥駅 半径500ｍ ⽇次⼈流変化解析

◆梅⽥駅における⼈の流れは、3⽉27⽇（週末の外出⾃粛要請発出⽇）を境に下がり基調となった。

ＮＨＫ「特設サイト 新型コロナウイルス」サイトより抜粋
（https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/outflow-data/）
午前6時から午後6時までの1時間あたりの平均値を表⽰。
グラフ内の横線は「感染拡⼤前（１⽉18⽇〜２⽉14⽇）の⼈出の平均値（下⽅：平⽇、上⽅：⼟⽇祝⽇の平均）。 ３
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【参考】１ 府⺠の⾏動変容



府⺠の⾏動距離の推移（推定感染⽇別陽性者数との⽐較）

※平均移動距離指数：⼤阪府居住者の1⽉6⽇から31⽇の平⽇と休⽇のそれぞれの平均距離を100とした場合の各⽇の数値
※陽性者数：⼤阪府集計 平均移動距離指数：ヤフーデータソリューション調べ ４

3/28〜29
外出⾃粛要請

4/4〜5
外出⾃粛要請

3/20〜22
外出⾃粛要請

4/14〜施設使⽤制限要請

4/7 緊急事態宣⾔
外出・イベント、⾃粛要請

5/7〜緊急事態措置延⻑
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【参考】１ 府⺠の⾏動変容
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【参考】１ 府⺠の⾏動変容



感染者の分類 ⼈数
ライブ参加者とその濃厚接触者 68⼈
海外からの帰国者とその濃厚接触者 21⼈
京都産業⼤学関連 5⼈
感染経路不明者 100⼈
感染経路不明者の濃厚接触者 46⼈
合計 240⼈

１．感染経路不明者の発⽣状況（3⽉） ３．感染経路不明者からの感染拡⼤（3⽉）

２．感染経路不明者の濃厚接触者の内訳（3⽉）
分類 件数 割合

濃厚接触者として把握していた者 30 65.2
感染源と同時検査した者 3 6.5
その他（感染源から申告なし/不明） 13 28.3
合計 46 100.0

7割以上を濃厚接触者もしくは濃厚接触者候補として保健所が把握

６

73

23
33

3⽉に発⽣した事例（240⼈）のうち、
約6割である146⼈が感染経路不明者かその濃厚接触者

感染拡⼤の⼤半が
2次感染で収まっている

※他府県事例からの2次感染者1名を除く

【参考】２ 保健所による積極的疫学調査の徹底

◆ 感染経路不明者の濃厚接触者を特定し、３次感染、４次感染を防⽌。

100合計 38 5 2

1⼈から0.45⼈が感染
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感染者の分類 ⼈数

海外からの帰国者 1⼈

京都産業⼤学関連 1⼈

感染経路不明者 21⼈

感染経路不明者の濃厚接触者 10⼈

合計 33⼈

・感染経路不明者は、
陽性判明者の約6割を占める
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感染者の分類 ⼈数

感染経路不明者 70⼈

感染経路不明者の濃厚接触者 22⼈

合計 92⼈

・感染経路不明者は、
陽性判明者の約8割を占める

・1⽇当たりの陽性判明者が最⼤

感染者の分類 ⼈数
感染経路不明者 32⼈
感染経路不明者の濃厚接触者 20⼈
合計 52⼈

・感染経路不明者は、
陽性判明者の約6割を占める

感染者の分類 ⼈数

医療機関関連 9⼈

医療機関関連の濃厚接触者 2⼈

感染経路不明者 8⼈

感染経路不明者の濃厚接触者 16⼈

合計 35⼈

・感染経路不明者は、
陽性判明者の約2割を占める

感染拡⼤の⼤半が
2次感染で収まって
いる

７

1⼈から0.76⼈が感染 1⼈から0.39⼈が感染 1⼈から0.13⼈が感染 1⼈から0.13⼈が感染

◆陽性者数が最⼤となった4/9（判明⽇）においても、感染拡⼤は3次感染までで抑え込み。
◆4⽉後半には、感染経路不明者の割合が減少し、感染拡⼤は2次感染のみとなっている。

【参考】２ 保健所による積極的疫学調査の徹底



【参考】２ 保健所による積極的疫学調査の徹底 夜の街クラスターの状況について

８

合計︓44⼈（判明⽇別）
（⼤阪市北区を中⼼としたエリアの夜の飲⾷店等での滞在歴がある陽性者のみを集計。他府県事例及び濃厚接触者は除く）

◆ 遡りの接触者調査によりクラスターとして探知。
◆ ３⽉31⽇、夜の飲⾷店等への外出の⾃粛及び症状が出た場合の検査を府⺠に呼びかけ。
◆ 4⽉１⽇、知事記者会⾒にて「夜の街クラスター」発⽣を発表。
注意喚起後、関連の感染者が増加し、その後約２週間で急減。
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・海外渡航歴のある者22名は、国による流⾏地域指定前に帰国(⼊国)したため、検疫所での検査や健康観察の対象外であった。
・4⽉2⽇、全ての国と地域が検疫強化の対象。検疫所での検査を除き、4⽉4⽇以降は海外渡航歴がある者の陽性判明なし。
・現在、流⾏地域に滞在歴がある者は検疫所で検査が実施され、陰性であっても、⼊国後保健所による健康観察を実施（検疫フォローアップ）。
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【参考】３ ⽔際対策による海外由来の感染拡⼤の検出
◆ ２⽉以降、感染が拡⼤している国からの渡航等を制限。

4⽉2⽇以降
海外輸⼊例関連の陽性
者は出ていない

・海外渡航歴のある者22名
・海外渡航歴のある者からの
⼆次感染等の海外とのつな
がりがある者 12名


